
                                  

研究主題 

「自ら学び，自ら考え行動する生徒の育成」 

－さまざまなメディアを活用し， 

主体的に学習する生徒の育成－ 

 

１ 研究主題について 

  「生きる力」を育むという新学習指導

要領の基本理念を実現するため，思考

力・判断力・表現力の育成や確かな学力

を確立するために必要な時間の確保など

がポイントとしてあげられている。特に，

多様な情報の中から必要な情報を効率的

に選択し，それらをもとに自分の考えや

思いを主体的に表現・発信する力の育成

を図ることが学校教育に求められている

と考えられる。それはまさにメディア教

育の担う役割であり，加速化する高度情

報化社会の中においてその役割はますま

す大きくなってきている。そこで，本部

会では，さまざまなメディアの活用を推

進し，その活用方法を探ることにより，

主体的に学習する生徒の育成を図りたい

と考え，本主題を設定した。  

 

２ 研究の進め方 

(1) 研究の概要 

  各校の授業実践・研究授業・研究討議

を通して主題に迫る。  

(2)  研究の経過 

 ア ４月２０日（綾川町立綾南中学校） 

研究組織及び主題の決定，研究の進

め方についての共通理解  

イ ７月６日（綾川町立綾南中学校）  

  研究授業，研究討議，各中学校での

実践事例についての情報交換  

 

３ 研究と実践 

 (1) 研究授業 

 ア 第２学年３組 道徳  

 

＜主題＞公徳心，社会連帯，よりよい

社会の実現「４－（３）」  

＜資料名＞ＤＶＤ「ポイ捨てをどうな  

くす」（ＮＨＫ 道徳ドキュ

メント） 

＜授業者＞綾川町立綾南中学校   

鷲辺 章宏 

 イ 本授業の主張点 

   生徒にとって身近な話題であるゴミ

のポイ捨てから，一人一人がマナーや

モラルを守って行動することが大切で

あると気付くとともに，よりよい社会

の実現への考えを深めていくために次

のような手立てを考えた。  

○ 映像教材を効果的に利用すること

によって当事者の表情や生の言葉か

ら，その人の思いをより深く感じさ

せる。 

○ ＤＶＤをいくつかに分割して見せ

ることで，先への展開や結論が分か

らない状態で生徒に考えさせる。  

○ パソコンとプロジェクターを用い

て話の流れの説明や発問を行うこと

で，板書の時間を短縮するとともに，

生徒の思考を途切れさせないように

する。 

 ウ 授業者から 

 生徒が話の展開に注目し，登場人物

の心情を感じるとともに，展開の予想

ができるよう映像を分割して見せた。

ただ，分割することで授業展開が忙し

くなり，教師の話す時間が長くなった。

もう少し生徒が考え発表できる時間を

確保できたらよかった。  

エ 討議内容 

   教師の説明やまとめなどをプロジェ

クターで，生徒の発表内容などを黒板

に表す方法は，時間を有効に使うこと

や内容を整理することにおいて本授業
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の取り組みは価値がある。ただ，あら

かじめパソコンに入力してプロジェク

ターに映す方法では，順次消えていく，

変更がきかないなどの問題点があり，

残していくべきものは黒板に書く，パ

ソコンは言葉で説明することのみ使用

する，プロジェクターの代わりに電子

黒板を使用するなど，生徒の意識がつ

ながるよう板書とコンピュータのバラ

ンスを考える必要がある。また，ビデ

オ教材の入手方法としてＮＨＫの番組

を毎週自動で録画し，必要なものをＤ

ＶＤにおとして使っているが，その際

ビデオの映す順番を変えてみる，もう

一度同じ場面を見て心情確認をするな

どビデオ教材の使用方法の工夫も考え

られる。 

 

(2) メディアを活用した実践例  

 ア 各教科 

○ 社 会 

各国の様子のビデオ・静止画像映  

写。ＮＨＫのＣＧ教材「見える歴史」

による昔の人々の生活のイメージ化。 

○ 理 科 

日食シュミレーションソフトを用  

いての７月２２日の日食の予備学習。

音の波形ソフト（フリー）を使用し

た音の学習。理科ネットや教材集か

らの動画の活用。 

○ 技・家 

携帯電話の高所持率による情報モ  

ラル教育の強化。教師のコンピュー

タ画面をプロジェクターに映しての

作業内容や課題の表示。  

○ 英 語 

パワーポイントを使っての学習内  

容の Oral introduction（ピクチャー

ｶｰﾄﾞの補助）。教科書掲載の伝統文化

などについてインターネット（Ｙou 

tube など）での調べ学による内容の

深化。 

○ 国 語 

プレゼンテーションソフトでの古  

典作品資料の提示による古典に親し

む態度の醸成。板書としてスマート

ボードを利用することによる生徒の

意見を反映した授業展開。  

  ○ 美 術 

教材提示装置での生徒作品の拡大  

投影による評価活動。鑑賞活動や制

作手法の説明の場面でのパワーポイ

ント活用。 

 イ 総合的な学習の時間・特別活動  

   学級旗制作で手書きデザインをデジ

カメで撮影し，プロジェクターで投影

しながら転記したり，集会では，修学

旅行や体育祭・文化祭，生徒会活動に

ついてパワーポイントの画像をプロジ

ェクターを使って視覚的な発表をして

いる。また，インターネットを活用し，

高校調べや職業調べなどを行い，進路

指導に役立てている。  

 ウ その他 

   授業オンデマンド機能を利用して，

あらかじめ記録した教師側のコンピュ

ータ操作を必要な時に生徒が画像で確

認することができ，各教科・領域でア

プリケーションにあわせたマウスやキ

ーボード操作の提示に効果的である。  

  

４ 今後の課題 

  生徒の主体的な学習を促すために，学

習内容や生徒の実態などに適したデジタ

ルコンテンツなどの積極的な導入を図り，

その有効な活用方法を探っていくととも

に，それにあわせ個々の教師のＩＣＴ活

用能力の向上とハードウェアの整備がさ

らに必要と考える。                 


